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2023年（令和５年）出⽔期の本⼟に上陸した台⾵について

 2023年の台⾵の年間発⽣数及び接近数、上陸数（R6. 1/11現在）はいずれも平年値を下回り、 1951年の統計開始
以降、1998年（16件）に次ぎ3番⽬に台⾵の発⽣数が少ない年であった（発⽣数最⼩は2010年の14件）。

平年値

2023年

⾚数字：平年値（1951年〜2022年の平均）と同値・上回るもの

（注1）発⽣：協定世界時（UTC）を基準
（注2）接近：台⾵の中⼼が北海道、本州、四国、九州の気象管署等から300㎞以内に⼊った場合（本⼟に接近した台⾵）

接近は2か⽉にまたがる場合があり、各⽉の接近数の合計と年間の接近数とは必ずしも⼀致しない
（注3）上陸：台⾵の中⼼が北海道、本州、四国、九州の海岸線に達した場合

ただし、⼩さい島や半島を横切って短時間で再び海に出る場合は「通過」

出典：気象庁 台⾵の統計資料 https://www.data.jma.go.jp/fcd/yoho/typhoon/statistics/index.html
「台⾵の平年値」、「台⾵の発⽣数」、「台⾵の接近数」、「台⾵の上陸数」（2024年1⽉11⽇現在）

⽉ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年間
発⽣数（注1） 0.4 0.3 0.4 0.7 1.0 1.8 3.8 5.5 4.9 3.8 2.4 1.2 26.1
接近数（注2） 0.1 0.4 1.0 1.9 1.6 0.8 5.6
上陸数（注3） 0.2 0.5 1.0 0.9 0.3 2.9

⽉ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年間
発⽣数（注1） 1 1 1 3 6 2 2 1 17
接近数（注2） 3 1 4
上陸数（注3） 1 1

1951年から
2022年までの
平均



 6⽉30⽇から7⽉1⽇にかけて、梅⾬前線に向かい南から暖かく湿った空気が流れ込み、九州北部から⼭⼝県に
かけて前線の活動が活発化。

 ⼭⼝県において、30⽇の夜遅くから1⽇未明にかけて「線状降⽔帯」が発⽣。⼭⼝市における48時間⾬量は7⽉
1か⽉分の⾬量の平年値に迫る観測史上最⼤の332.5ミリを記録。

 佐波川では、1観測所で氾濫危険⽔位を超過し、⼭⼝市・防府市内では農地による浸⽔が発⽣

出典：中国地⽅整備局「令和5年6⽉30⽇からの⼤⾬による出⽔（梅⾬前線）
中国地⽅整備局管内の出⽔概況【第1報】7⽉3⽇（⽉）16時現在」

中国地⽅に影響を及ぼした豪⾬
①令和5年６⽉３０⽇出⽔からの⼤⾬（気象概況）



 台⾵第7号の影響で、中国、近畿、東海地⽅等の広い範囲で⾵⾬の影響が⻑時間継続
 ⿃取県・岡⼭県では、8⽉15⽇7時50分に線状降⽔帯が発⽣し、16時40分に⿃取県に⼤⾬特別警報が発令
 広島地⽅気象台・中国地⽅整備局等にて合同記者会⾒を実施し、今後の⾬の⾒通しや⼟砂災害警戒情報に関す

る説明、河川等による災害関する注意喚起・ダムの緊急放流、⼤⾬による道路等への影響について説明

出典：中国地⽅整備局「令和5年8⽉15⽇出⽔（台⾵第7号）中国地⽅整備局
管内の出⽔概況【第1報】8⽉18⽇（⾦）14時時点」

中国地⽅に影響を及ぼした豪⾬
②令和5年8⽉15⽇出⽔（台⾵第7号）（気象概況）


